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(57)【要約】
　パーソナルケア組成物にとって有用な組成物及び方法
が提供される。本組成物は、（ａ）カチオン性ポリマー
であって、（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマ
ー、（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミ
ドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリル
モノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重合単位を
含む、カチオン性ポリマーと、（ｂ）少なくとも１つの
美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、ま
たは美容活性剤と、を含む。また、髪を該組成物で処理
する方法が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘアケア組成物であって、
　（ａ）カチオン性ポリマーであり、
　　（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、
　　（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
　　（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重
合単位を含む、カチオン性ポリマーと、
　（ｂ）少なくとも１つの美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、または美
容活性剤と、を含む、ヘアケア組成物。
【請求項２】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２～３０重量％の量で存在する、請
求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項３】
　前記パーソナルケア組成物は、リーブオンコンディショナー、ヘアトリートメント製剤
、またはコーミングクリームである、請求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項４】
　前記カチオン性モノマーは、第４級アンモニウム塩を含む、請求項１に記載のヘアケア
組成物。
【請求項５】
　前記第４級アンモニウム塩は、ジアリルジメチルアンモニウムクロライド（ＤＡＤＭＡ
Ｃ）、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロライド（ＡＥ
ＴＡＣ）、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロライド
（ＱＭＡ－Ｃｌ）、及び（３－アクリルアミドプロピル）トリメチルアンモニウムクロラ
イド（ＡＰＴＡＣ）、ならびに（３－メタクリルアミドプロピル）トリメチルアンモニウ
ムクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）のうちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載のヘアケ
ア組成物。
【請求項６】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２－（ジメチルアミノ）エチルアク
リレート、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレート、及び３－（ジメチルアミノ）
プロピルアクリレートのうちの少なくとも１つを含む、アルキル（メタ）アクリレートま
たはアクリルアミドのうちの少なくとも１つを含む、請求項２に記載のヘアケア組成物。
【請求項７】
　前記カチオン性ポリマーは、前記組成物の重量で、０．０５～１０重量％の範囲で存在
する、請求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項８】
　髪を処理するための方法であって、
　（ａ）カチオン性ポリマーであり、
　　（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、
　　（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
　　（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重
合単位を含む、カチオン性ポリマーと、
　（ｂ）少なくとも１つの美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、または美
容活性剤と、を含むパーソナルケア組成物に髪を接触させることを含む、方法。
【請求項９】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２～３０重量％の量で存在する、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記パーソナルケア組成物は、リーブオンコンディショナー、ヘアトリートメント製剤
、またはコーミングクリームである、請求項８に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、カチオン性ポリマー、及びヘアケア組成物におけるそれらの使用に
関する。カチオン性ポリマーは、重合単位として、カチオン性モノマー、（メタ）アクリ
ルアミドモノマー、及びアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体を含有する。
【背景技術】
【０００２】
　髪のコンディショニングは、パーソナルケア組成物、特に、コンディショナーにおいて
最も望ましい特質のうちの１つである。コンディショニング剤が使用されない限り、髪は
、しばしば、シャンプー中及び後に扱うことが難しい。最終使用者の視点から、消費者は
、心地よい手触り及び魅力的な外観などの良好な美的感覚と出来栄え及び価値を関連させ
る。コンディショニング組成物について、そのような組成物が、滑らかさを提供し、同時
に、髪に明るく自然な印象を残すこともまた望ましい。
【０００３】
　この目的のために、シリコーン及びカチオン性ポリマーの組み合わせが使用されてきて
いる。例えば、ＰＣＴ国際公開第ＷＯ２０００／３７０４１号は、水溶性、有機、両性ポ
リマー、及び水溶性、有機、カチオン性ポリマーを含有するケラチンコンディショニング
製剤を開示する。しかしながら、従来の技術は、髪を、シャンプー適用後に清潔で油っぽ
くない外見に維持すると同時に最適なコンディショニング特性を実現するに至らない。
【０００４】
　その結果として、心地よい手触り及び魅力的な外観を提供し、同時に、髪に適用される
場合、向上した扱いやすさも提供する、新規の費用効率が高い高性能のコンディショニン
グ剤を開発するための継続的な必要性が存在する。
発明の陳述
【０００５】
　本発明の一態様は、（ａ）カチオン性ポリマーであって、（ｉ）３０～８０重量％のカ
チオン性モノマー、（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重合単
位を含む、カチオン性ポリマーと、（ｂ）少なくとも１つの美容的に許容される界面活性
剤、レオロジー調整剤、または美容活性剤と、を含むヘアケア組成物を提供する。ある実
施形態では、ヘアケア組成物は、２～３０重量％の量でアクリルモノマーの極性非イオン
性誘導体を含む。ある実施形態では、パーソナルケア組成物は、リーブオンコンディショ
ナー、ヘアトリートメント製剤、コーミングクリーム、またはシャンプーである。
【０００６】
　別の態様では、本発明は、髪を処理するための方法を提供し、本方法は、（ａ）カチオ
ン性ポリマーであって、（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、（ｉｉ）１０～
６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリ
ルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重合単位を含む、カチオン性ポリマーと、
（ｂ）少なくとも１つの美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、または美容
活性剤と、を含むヘアケア組成物に髪を接触させることを含む。ある実施形態では、パー
ソナルケア組成物は、２～３０重量％の量でアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体を
含む。ある実施形態では、ヘアケア組成物は、リーブオンコンディショナー、ヘアトリー
トメント製剤、またはコーミングクリームである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】シリコーンの非存在下での、本発明のコンディショニング剤を含有するヘアケア
製剤、及び比較のコンディショニング剤を含有するヘアケア製剤の目的のウェットコーム
能力を示す。
【発明を実施するための形態】
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【０００８】
　本発明者らはここで、驚くことに、重合単位として、カチオン性モノマー、アクリルア
ミドモノマー、及びアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体を含有するカチオン性ポリ
マーを含有するヘアケア組成物が、心地よい手触り及び魅力的な外観を提供し、同時に、
髪に適用される場合、向上した扱いやすさも提供することを見出した。その結果、ある好
ましい実施形態では、本発明は、一態様において、（ａ）カチオン性ポリマーであって、
（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）ア
クリルアミドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオ
ン性誘導体に由来する重合単位を含有する、カチオン性ポリマーと、（ｂ）少なくとも１
つの美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、または美容活性剤と、に由来す
る重合単位を含有するカチオン性ポリマーを含むパーソナルケア組成物を提供する。
【０００９】
　本発明では、「ヘアケア」は、例えば、シャンプー、リンスオフコンディショナー、リ
ーブオンコンディショナー、整髪ジェル、ヘアスプレー、ムース、ポマード、ヘアトリー
トメント製剤、及びコーミングクリームを含むヘアケア組成物を指すことを意図する。好
ましくは、ヘアケア組成物は、美容的に許容される。本明細書で使用される場合、「美容
的に許容される」とは、典型的に、パーソナルケア組成物で使用される成分を指し、ヘア
ケア組成物において典型的に見られる量で存在する場合に有毒である材料が、本発明の一
部として考慮されないことを明確に示すことを意図する。本発明のヘアケア組成物は、当
技術分野で周知のプロセスによって、例えば、従来の混合、溶解、造粒、乳化、カプセル
化、封入、または凍結プロセスを用いて製造されてもよい。
【００１０】
　本明細書で使用される場合、用語「ポリマー」は、同じまたは異なる型にかかわらず、
モノマーを重合させることによって調製されるポリマー化合物を指す。一般名称「ポリマ
ー」は、用語「ホモポリマー」、「コポリマー」、及び「ターポリマー」を含む。本明細
書で使用される場合、用語「に由来する重合単位」は、重合技術に従って合成されるポリ
マー分子を指し、生成物ポリマーは、重合反応のための出発物質である構成モノマー「に
由来する重合単位」を含有する。
【００１１】
　本発明の組成物は、カチオン性モノマーに由来する重合単位を含有するカチオン性ポリ
マーを含む。カチオン性モノマーは、重合単位を形成する化合物であり、少なくとも１つ
のカチオンが、ポリマーに共有結合している。共有結合しているカチオン（複数可）に対
応するアニオン（複数可）は、溶液中にあってもよく、カチオンを有する錯体中にあって
もよく、ポリマー上の他の場所に位置してもよく、またはそれらの組み合わせであっても
よい。適切なカチオン性モノマーのカチオンに対応するアニオンは、任意の型のアニオン
であってもよい。いくつかの適切なアニオンは、例えば、ハロゲン化物（例えば、塩化物
、臭化物、またはヨウ化物を含む）、水酸化物、リン酸、硫酸、硫酸水素、エチル硫酸、
メチル硫酸、ギ酸、酢酸、またはそれらの任意の混合物である。
【００１２】
　ある実施形態では、本発明で有用なカチオン性モノマーは、例えば、第４級アンモニウ
ム塩等の永久にカチオン型であるカチオンを含有する。カチオン性モノマーとして適切な
第４級アンモニウム塩化合物としては、例えば、（メタ）アクリルアミドアルキルトリア
ルキルアンモニウム及び［（メタ）アクリロイルオキシ］アルキルトリアルキルアンモニ
ウム第４級化合物、ならびにジアリルジアルキルアンモニウム第４級化合物、ならびにそ
れらの混合物が挙げられる。
【００１３】
　（メタ）アクリルアミドアルキルトリアルキルアンモニウム及び（メタ）アクリロイル
オキシアルキルトリアルキルアンモニウム第４級化合物は、以下の一般構造を有し、
【００１４】
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【化１】

【００１５】
　式中、Ｒ１は、（メタ）アクリルアミド基であり、それは、以下の一般構造を有し、
【００１６】
【化２】

【００１７】
　または（メタ）アクリロイルオキシ基であり、それは、以下の一般構造を有し、
【００１８】
【化３】

【００１９】
　式中、Ｒ６は、水素またはメチル基のいずれかであり、Ｒ２は、二価アルキル基であり
、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のそれぞれは独立して、メチルエチルまたはブチル基であり、Ｘ
（ｎ－）は、ｎが１、２、または３であるアニオン、例えば、適切なカチオン性モノマー
のカチオンに対応する適切なアニオンとして本明細書に上述されるアニオンのいずれかで
ある。ある実施形態では、Ｒ６は、水素である。ある実施形態では、Ｒ２は、－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＣＨ２－である。独立して、いくつかの実施形態では、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５の
うちの１つ、２つ、または３つすべてが、メチル基である。独立して、いくつかの実施形
態では、Ｘ（ｎ－）は、クロライドイオンである。
【００２０】
　ジアリルジアルキルアンモニウム第４級化合物は、以下の一般構造を有し、
【００２１】
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【化４】

【００２２】
　式中、それぞれのＲ１は、アリル基であり、Ｒ２及びＲ３のそれぞれは独立して、１～
３炭素原子を有するアルキル基であり、Ｘ（ｎ－）は、ｎが１、２、または３であるアニ
オン、例えば、適切なカチオン性モノマーのカチオンに対応する適切なアニオンとして本
明細書に上述されるアニオンのいずれかである。いくつかの実施形態では、Ｒ８及びＲ９

のそれぞれは、メチル基である。独立して、いくつかの実施形態では、Ｘ（ｎ－）は、ク
ロライドイオンである。ある実施形態では、ジアリルジアルキルアンモニウム第４級モノ
マーは、５員環である重合単位を形成する。
【００２３】
　ある好ましい実施形態では、カチオン性モノマーは、ジアリルジメチルアンモニウムク
ロライド（ＤＡＤＭＡＣ）、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニ
ウムクロライド（ＡＥＴＡＣ）、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルア
ンモニウムクロライド（ＱＭＡ－Ｃｌ）、（３－アクリルアミドプロピル）トリメチルア
ンモニウムクロライド（ＡＰＴＡＣ）、及び（３－メタクリルアミドプロピル）トリメチ
ルアンモニウムクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）のうちの少なくとも１つを含む。ある実施形
態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少なくとも３０重量％、好
ましくは少なくとも３５重量％、より好ましくは少なくとも４０重量％、及びさらにより
好ましくは少なくとも４５重量％の量で存在するカチオン性モノマーに由来する重合単位
を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、８０重
量％以下、好ましくは７５重量％以下、より好ましくは７０重量％以下、さらにより好ま
しくは６５重量％以下の量でカチオン性モノマーを含む。
【００２４】
　本発明のカチオン性ポリマーは、（メタ）アクリルアミドモノマーの重合単位、及びそ
れらの誘導体を含む。（メタ）アクリルアミド化合物は、以下の一般構造を有し、
【００２５】

【化５】

【００２６】
　式中、Ｒ１は、水素またはメチル基であり、Ｒ２及びＲ３のそれぞれは独立して、水素
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、または１～１８炭素原子を有する直鎖、分岐、もしくは環状アルキルもしくはアリール
基である。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少な
くとも１０重量％、好ましくは少なくとも１５重量％、より好ましくは少なくとも２０重
量％、さらにより好ましくは少なくとも２５重量％の量で存在する（メタ）アクリルアミ
ドモノマーの重合単位を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリ
マーの重量で、６５重量％以下、好ましくは６２．５重量％以下、より好ましくは６０重
量％以下、さらにより好ましくは５５重量％以下の量で（メタ）アクリルアミドモノマー
を含む。
【００２７】
　本発明のカチオン性ポリマーは、任意で、アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体の
重合単位を含む。適切なアクリルモノマーとしては、例えば、構造Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ）ＣＯ

２（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ（ＣＨ（Ｒ’）ＣＨ２Ｏ）ｍＲ”のモノマーを含む、（メタ）ア
クリル酸及びそれらのＣ１－Ｃ２２アルキルまたはヒドロキシアルキルエステル、クロト
ン酸、イタコン酸、フマル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、（メタ）アクリルアミド、
（メタ）アクリロニトリル、及びクロトン酸、イタコン酸、フマル酸、またはマレイン酸
のアルキルまたはヒドロキシアルキルエステルが挙げられる。ある実施形態では、アクリ
ルモノマーは、（メタ）アクリル酸のアミノアルキルエステルを含み、それは、以下の一
般構造を有し、
【００２８】
【化６】

【００２９】
　式中、Ｒ１は、水素またはメチル基であり、Ｒ２は、二価アルキル基であり、Ｒ３及び
Ｒ４のそれぞれは独立して、水素、メチル基、またはエチル基である。ある実施形態では
、Ｒ１は、メチル基である。ある実施形態では、Ｒ２は、－ＣＨ２－ＣＨ２－または－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－ＣＨ２－のいずれかである。ある実施形態では、Ｒ３及びＲ４は、両方と
もメチル基である。（メタ）アクリル酸のアミノアルキルエステルである適切なモノマー
としては、例えば、２－（ジメチルアミノ）エチルアクリレート（ＤＭＡＥＡ）、２－（
ジメチルアミノ）エチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭＡ）、及び３－ジメチルアミノプロ
ピルアクリレート（ＤＭＡＰＡ）が挙げられる。ある実施形態では、本発明のカチオン性
ポリマーは、ポリマーの重量で、少なくとも２重量％、好ましくは少なくとも５重量％、
より好ましくは少なくとも７．５重量％、さらにより好ましくは少なくとも１０重量％の
量でアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体の重合単位を含む。ある実施形態では、本
発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、３０重量％以下、好ましくは２７．５
重量％以下、より好ましくは２５重量％以下、さらにより好ましくは２０重量％以下の量
でアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体の重合単位を含む。
【００３０】
　ある実施形態では、カチオン性ポリマーは任意でさらに、無極性Ｃ１－Ｃ２２アルキル
（メタ）アクリレートモノマーの重合単位を含む。適切な無極性モノマーは、例えば、メ
チル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、及びステアリル（メタ）アクリレート）
を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少なく
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とも０．０５重量％、好ましくは少なくとも０．１重量％、より好ましくは少なくとも０
．５重量％、さらにより好ましくは少なくとも１．０重量％の量で無極性モノマーの重合
単位を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、１
０重量％以下、好ましくは８．７５重量％以下、より好ましくは７．５重量％以下、さら
により好ましくは５．０重量％以下の量で無極性モノマーの重合単位を含む。
【００３１】
　ポリマー分子量は、例えば、サイズ排除クロマトグラフィーまたは固有粘度等の標準方
法によって測定されることができる。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは
、２，０００，０００以下、好ましくは１，５００，０００以下、より好ましくは１，２
５０，０００以下、さらにより好ましくは１，０００，０００以下の重量平均分子量（Ｍ

ｗ）を有する。ある実施形態では、カチオン性ポリマーは、５０，０００以上、好ましく
は１００，０００以上、好ましくは１５０，０００以上、さらにより好ましくは２５０，
０００以上のＭｗを有する。
【００３２】
　本発明のカチオン性ポリマーは、例えば、溶液重合、塊状重合、不均一相重合（例えば
、乳化重合、懸濁重合、分散重合、及び逆相乳化重合を含む）、及びそれらの組み合わせ
を含む任意の重合方法によって作製されてもよい。独立して、本発明の両性ポリマーは、
例えば、フリーラジカル重合を含む、任意の種類の重合反応で作製されてもよい。溶液重
合が使用される場合、溶媒は、水性溶媒（すなわち、溶媒は、溶媒の重量に基づいて、重
量で７５％以上が水である）または有機溶媒（すなわち、水性ではない溶媒）であっても
よい。ある実施形態では、少なくとも１つの両性ポリマーが、溶液中でフリーラジカル溶
液重合によって作製される。そのような実施形態の中で、少なくとも１つのカチオン性ポ
リマーが、水性溶媒中でフリーラジカル溶液重合によって作製される。
【００３３】
　本発明のパーソナルケア組成物におけるカチオン性ポリマーの量は、組成物の総重量に
基づいて、０．０５重量％以上、好ましくは０．１重量％以上、より好ましくは０．１５
重量％以上であってもよい。非限定的な例として、本発明のパーソナルケア組成物におけ
るカチオン性ポリマーの量は、組成物の総重量に基づいて、１０重量％以下、好ましくは
５重量％以下、より好ましくは２．５重量％以下であってもよい。
【００３４】
　ある実施形態では、本発明のヘアケア組成物は、界面活性剤を含む。適切な界面活性剤
としては、例えば、カチオン性、アニオン性、または両性界面活性剤、及びそれらの組み
合わせが挙げられる。ある実施形態では、界面活性剤は、非イオン性／乳化剤界面活性剤
である。ある実施形態では、界面活性剤は、カチオン性界面活性剤、好ましくはベヘント
リモニウムクロリドである。そのような実施形態では、界面活性剤は、組成物の重量で、
０．１～１０重量％、好ましくは０．５～７重量％、より好ましくは１～４重量％の量で
存在し得る。ある実施形態では、界面活性剤は、洗浄用界面活性剤を含む。そのような実
施形態では、界面活性剤は、組成物の重量で、１～２５重量％、好ましくは５～２０重量
％、より好ましくは７～１８重量％の量で存在する。好ましくは、洗浄用界面活性剤は、
両性界面活性剤との組み合わせであるアニオン性界面活性剤を含む。適切なアニオン性界
面活性剤としては、例えば、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラ
ウレス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、及びそれらの組み合わせが挙げられる
。ある実施形態では、アニオン性界面活性剤は、組成物の重量で、１～２５重量％、好ま
しくは５～２０重量％、より好ましくは７～１５重量％の量で存在する。ある実施形態で
は、混合物は、ココアンホジ酢酸二ナトリウム、デシルグルコシド、またはコカミドプロ
ピルベタインのうちの少なくとも１つを含む第２の界面活性剤との組み合わせであるアニ
オン性界面活性剤である。ある実施形態では、第２の界面活性剤は、組成物の重量で、１
～１０重量％、好ましくは１～８重量％、より好ましくは２～６重量％の量で存在する。
ある好ましい実施形態では、界面活性剤は、ラウレス硫酸ナトリウム（ＳＴＡＮＤＡＰＯ
Ｌ　ＥＳの商標でＣｏｇｎｉｓから市販されるなど）、及びココアンホジ酢酸二ナトリウ
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ム（ＶＥＬＶＥＴＥＸ　ＣＤＣの商標でＨｅｎｋｅｌから市販されるなど）の混合物であ
る。界面活性剤が、ラウレス硫酸ナトリウム及びココアンホジ酢酸二ナトリウムの混合物
である、ある実施形態では、ラウレス硫酸ナトリウム対ココアンホジ酢酸二ナトリウムの
比率は、９：１～２：１、好ましくは約６：１の範囲である。
【００３５】
　ある実施形態では、本発明のヘアケア組成物は、レオロジー調整剤を含む。適切なレオ
ロジー調整剤としては、例えば、修飾または未修飾カルボキシビニルポリマー（例えば、
ＣＡＲＢＯＰＯＬ及びＰＥＭＵＬＥＮの名称で販売される製品（ＩＮＣＩ名称：アクリレ
ート／Ｃ１０－３０アクリル酸アルキルクロスポリマー、Ｎｏｖｅｏｎから入手可能））
、ポリアクリル酸塩及びポリメタクリル酸（例えば、ＬＵＢＲＡＪＥＬ及びＮＯＲＧＥＬ
（Ｇｕａｒｄｉａｎから市販される）またはＨＩＳＰＡＧＥＬ（Ｈｉｓｐａｎｏ　Ｃｈｉ
ｍｉｃａから市販される）の名称で販売される製品）、ポリアクリルアミド、２－アクリ
ルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ポリマー及びポリマー（任意で架橋及び／また
は中和され（例えば、ポリ（２－アクリルアミド－２－メチルプロパン－スルホン酸）、
Ｃｌａｒｉａｎｔによって販売される（ＩＮＣＩ名称：アンモニウムポリアクリルジメチ
ルタウラミド））、アクリルアミド及びＡＭＰＳの乳化架橋アニオン性ポリマー（例えば
、ＳＥＰＩＧＥＬ３０５の名称で（ＩＮＣＩ名称：ポリアクリルアミド／Ｃ１３－１４イ
ソパラフィン／ラウレス－７、Ｓｅｐｐｉｃから）及びＳＩＭＵＬＧＥＬ６００の名称で
販売されるもの（ＩＮＣＩ名称：アクリルアミド／アクリロイルジメチルタウリン酸ナト
リウムポリマー／イソヘキサデカン／ポリソルベート８０、Ｓｅｐｐｉｃから））、多糖
バイオポリマー（例えば、キサンタンガム、グアーガム、キャロブガム、アカシアガム、
スクレログルカン、キチン及びキトサン誘導体、カラゲナン、ジェラン、アルギン酸塩、
セルロース（例えば、微結晶性セルロース）、セルロース誘導体、会合性ポリマー（例え
ば、会合性ポリウレタン）、６～３０個の炭素原子を含む少なくとも２つの炭化水素系親
油性鎖を含み、親水性配列を用いて分離されたポリマー（例えば、ＳＥＲＡＤ　ＦＸ１０
１０、ＳＥＲＡＤ　ＦＸ１１００、及びＳＥＲＡＤ　ＦＸ１０３５（Ｈｕｓ　Ａｍｅｒｉ
ｃａから市販される）、ＲＨＥＯＬＡＴＥ　２５５、ＲＨＥＯＬＡＴＥ　２７８、及びＲ
ＨＥＯＬＡＴＥ　２４４（ＩＮＣＩ名称：ポリエーテル－ウレア－ポリウレタン、Ｒｈｅ
ｏｘから）、ＤＷ　１２０６Ｆ、ＤＷ　１２０６Ｊ、ＤＷ　１２０６Ｂ、ＤＷ　１２０６
Ｇ、及びＡＣＲＹＳＯＬ　ＲＭ　２０２０（Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙから市販される）の名称で販売されるポリウレタン）が挙げられる。ある実施形
態では、ヘアケア組成物は、組成物の重量で、０．０５～５．０重量％、好ましくは０．
１～３．０重量％、より好ましくは０．５～２．０重量％の量でレオロジー調整剤を含む
。
【００３６】
　ある実施形態では、本発明のヘアケア組成物は、美容活性剤を含む。適切な活性剤とし
ては、例えば、抗フケ活性剤、日焼け止め活性剤、保湿オイルなどの保湿活性剤、クレン
ジング活性剤、洗浄活性剤、ビタミン、葉酸誘導体、剥脱剤、脱臭活性剤、生物活性剤、
芳香活性剤、皮膚剥脱活性剤、局所用薬物活性剤、赤外（ＩＲ）線吸収材料、にきびの薬
、縮れ防止剤、髪のパーマ／矯正剤及びそれらの組み合わせが挙げられる。ある実施形態
では、ヘアケア組成物は、０．０１～５重量％、好ましくは０．１～３重量％、より好ま
しくは０．３～１重量％の量で美容活性剤を含む。
【００３７】
　本発明のパーソナルケア組成物はまた、皮膚科学的に許容される担体を含んでもよい。
そのような材料は、典型的に、著しい刺激を皮膚に起こさず、組成物中の活性剤の活動及
び特性を無効にしない担体または希釈剤として特徴付けられる。本発明において有用な皮
膚科学的に許容される担体の例は、無制限に、脱イオンまたは蒸留水などの水、水中油型
または油中水型乳剤などの乳剤、エタノール、イソプロパノール、または同様のもの等の
アルコール、アセトン、プロピレングリコール、グリセリン、または同様のもの等のグリ
コール、クリーム、水溶液、油、軟膏、ペースト、ジェル、ローション、ミルク、泡、懸
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濁液、粉末、またはそれらの混合物である。いくつかの実施形態では、組成物は、組成物
の総重量に基づいて、皮膚科学的に許容される担体の重量で、約９９．９９～約５０％含
有する。
【００３８】
　ある実施形態では、パーソナルケア組成物は、他の任意の成分を含有し、例えば、皮膚
軟化剤（例えば、炭化水素油、エステル、天然油、シリコーン、または脂肪酸）、保湿剤
、ワックス、感覚調整剤、防腐剤／酸化防止剤／キレート化剤、還元剤、ｐＨ調整剤／緩
衝剤／中和剤、タンパク質／アミノ酸、植物エキス、天然成分、発泡剤、浸透剤、発揮性
物質／推進剤／溶媒／担体、液体溶媒／溶媒／担体、塩、静電気防止剤、吸収剤、着色剤
、及び硬質粒子を含む。そのような成分によって提供される所望の特性を得るために有効
な任意の成分の量は、当業者によって容易に決定されることができる。
【００３９】
　上述の通り、本発明のヘアケア組成物は、髪の滑らかさを提供するためのコンディショ
ニング剤として非常に効果的である。それらは、ヘアケアの適用に対して以前から知られ
ている添加剤と同程度か、そうでなければそれ以上の程度でコンディショニング特性を示
し、髪の堆積後に、劣る滑らかさ／感触をもたらすデメリットはない。その結果、本発明
のパーソナルケア組成物は、髪のコンディショニングのために有用である。したがって、
一態様では、本発明は、本明細書に記載されるカチオン性ポリマー、及び少なくとも１つ
の美容的に許容される界面活性剤、レオロジー調整剤、または美容活性剤を含む組成物を
髪に適用することを含む、髪を処理するための方法において使用されてもよいことを提供
する。
【００４０】
　本発明の方法を実践する際、ヘアケア組成物は、一般的に、組成物で髪をこするか、ま
たはマッサージするか、あるいはとかすこと等による従来の方法で、組成物を髪に適用す
ることによって局部的に投与される。リーブオン（すなわち、非すすぎ式）製品の場合で
は、組成物は、髪と接触して十分な濃度で放置される。当業者であれば、組成物が適用さ
れるべき頻度を容易に決定することができる。頻度は、例えば、個人が既定の日に直面し
ている髪の扱いにくさの程度に左右され得る。非限定的な例として、少なくとも１日につ
き一度の頻度の投与が所望であり得る。
【００４１】
　本発明のいくつかの実施形態は、ここで、以下の実施例において詳述される。
【実施例】
【００４２】
　実施例１
　例示的なカチオン性ポリマーの調製
　本発明による例示的なカチオン性ポリマーは、表１に列挙される構成成分を含有する。
【００４３】
【表１】
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　本発明のカチオン性ポリマーを、Ｆｒｅｅｓｌａｔｅによって製造される半連続平行圧
反応器（ＳｃＰＰＲ）を使用してハイスループットモードで調製した。例示的なカチオン
性ポリマーＰ１の合成において、ＡＰＴＡＣ（１．０２ｇ）、ＡＡｍ（０．５２ｇ）、及
びＤＭＡＥＭＡ（０．２６ｇ）の水溶液を使用し、モノマーの総量に対して０．１５重量
％の量で開始剤としてｔ－ブチルヒドロペルオキシド（ｔ－ＢｕＯＯＨ）及びホルムアル
デヒドスルホキシル酸ナトリウム（ＳＦＳ）を使用した。例示的なカチオン性ポリマーＰ
２の合成において、ＡＰＴＡＣ（０．９０ｇ）、ＡＡｍ（０．３０ｇ）、及びＤＭＡ（０
．６０ｇ）の水溶液を使用し、モノマーの総量に対して０．１５重量％の量で開始剤とし
てｔ－ブチルヒドロペルオキシド（ｔ－ＢｕＯＯＨ）及びホルムアルデヒドスルホキシル
酸ナトリウム（ＳＦＳ）を使用した。反応混合物の総量（水を含む）は、６．０ｍＬであ
り、したがって、混合物は、３０％（重量／ｖ）の固体を含有した。ポリマーＰ１及びＰ
２中の残留モノマーの量をＨＰＬＣによって決定した。カラムＬｕｎａ　Ｃ１８　４．６
×１５０ｍｍ、３μｍ、及びガードカラムＬｕｎａ　Ｃ１８　３×４ｍｍを使用した。０
．０８％トリフルオロ酢酸（ＴＦＡ）を含有する水及びアセトニトリルを移動相として、
以下の勾配と共に使用した。（ａ）時間：０～１５分；アセトニトリル：０２５％；（ｂ
）時間：１５～２１分；アセトニトリル：２５％；（ｃ）時間：２１～２５分；アセトニ
トリル：２５～０％。１．０ｍＬ／分の一定流速を、全行程で使用した。１９５ｎｍ、２
０５ｎｍ、または２１５ｎｍに設定されたＵＶ検出器を使用した。この方法は、すべての
モノマーの変換が定量的であることを示した。ポリマーの分子量を、ゲル浸透クロマトグ
ラフィー（ＧＰＣ）を使用して決定した。以下のパラメータを使用した：カラム：ＴＳＫ
ｇｅｌ　ＡｌｐｈａＭ（７．８ｍｍ×３０ｃｍ、１３μ）；移動相：水中で０．５ＭのＣ
Ｈ３ＣＯＯＨ＋０．１ＭのＮａＮＯ３；流速：０．５５ｍＬ／分；温度：２５℃；検出器
：ＲＩ；サンプル濃度：移動相において１ｍｇ／ｍＬ；キャリブレーション：ポリ（エチ
レンオキシド）（ＰＥＯ）標準。ポリマーＰ１のＭｗは、７３５，５２７と決定され、５
１９ｃｐｓの粘度を有した（水中で２．０重量％のポリマー溶液）。ポリマーＰ２のＭｗ

は、６６９，１７３と決定され、７，５５２ｃｐｓの粘度を有した（水中で２．０重量％
のポリマー溶液）。
【００４５】
　実施例２
　例示及び比較のヘアケア組成物の調製
　例示（本発明のサンプルＥ１及びＥ２）及び比較の（比較のサンプルＣ１）ヘアケア組
成物は、表２に列挙される構成成分を含有する。
【００４６】
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【表２】

【００４７】
　各ポリマー（すなわち、本発明のＰ１、本発明のＰ２、及びＳｏｆｔＣａｔ　ＳＬ　５
）の水溶液を、水を乾燥ポリマーに添加することによって調製して、初めに周囲温度で３
０分間、その後、６５℃で３０分間磁力撹拌された２．０重量％のポリマー分散体を得た
。界面活性剤のマスターバッチを、水（１７．９重量％）中で、Ｓｔａｎｄａｐｏｌ　Ｅ
Ｓ－２（７３．７重量％）及びＶｅｌｖｅｔｅｘ　ＣＤＣ（８．４重量％）から調製した
。この混合物を、周囲温度で３０分間撹拌して、透明な界面活性剤溶液を得た。この界面
活性剤のアリコート（各４．３ｇ）を、別々のＳｃＰＰＲガラスはめ込み部内へ配置し、
各２％のポリマー溶液（０．７５ｇ）を、別々のはめ込み部内へ添加した。混合物を有す
るはめ込み部に蓋をし、６５℃に加熱し、１，４００ｒｐｍで２０分間撹拌した。その後
、撹拌を停止し、クエン酸を各はめ込み部内へ添加し、結果として生じた混合物を周囲温
度で、１，４００ｒｐｍで１０分間撹拌した。温度設定点を、その後、１４℃まで低下さ
せ、混合物を１，４００ｒｐｍで１５分間撹拌した。その後、撹拌を停止し、Ｇｌｙｄａ
ｎｔ防腐剤を各はめ込み部内へ添加し、混合物を１，４００ｒｐｍで２分間撹拌した。結
果として生じた製剤を有するはめ込み部を、その後、ＳｃＰＰＲから除去し密封した。
【００４８】
　実施例３
　シャンプー製剤の評価
　上記の実施例１～２において調製された製剤を、小型引張試験機を使用して、外観及び
ウェットコーム力低下について評価した。編んだ一房の髪（約５ｇ）を、界面活性剤溶液
単独（０．５ｇ）を用いるか、または界面活性剤及びカチオン性ポリマーを含有したシャ
ンプー製剤を用いるかのいずれかで洗浄した。処理された編んだ一房の髪を、一定温度で
すすぎ、引張試験機に装着した。櫛を、４０ｍｍ／分の引張速度及び１６０ｍｍの引張経
路長で、各編んだ一房の髪を通して引っ張った。編んだ一房の髪をとかすために必要とさ
れる力を、曲線の下の領域として測定した。シャンプー製剤内のコンディショニングポリ
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マーの性能を、ポリマーを有さないシャンプーを用いて洗浄された濡れた髪のコーミング
摩擦に対して、髪をそのような製剤を用いて処理するときのコーミング摩擦の低下として
決定した。結果を、ウェットコームワークダン値（ｗｅｔ　ｃｏｍｂｉｎｇ　ｗｏｒｋ　
ｄｏｎｅ）（ＷＣＷＤ、引張曲線のウェットコーム領域）として報告する。結果を、表３
に示す。
【００４９】
【表３】

【００５０】
　上記の表３に示される通り、本発明のカチオン性ポリマーを含有する本発明のシャンプ
ー製剤Ｅ１及びＥ２を用いて処理された編んだ一房の髪は、ベンチマークＳｏｆｔＣＡＴ
　ＳＬ－５を含有する比較の製剤よりも低いウェットコームワークダン値を証明した。こ
れらの結果から、本発明のポリマーを含有する本発明のヘアケア組成物が、髪に適用され
る場合、優れたウェットコーム能力を提供することが証明される。
【００５１】
　実施例４
　例示及び比較のヘアケア組成物の調製
　例示（本発明のサンプルＥ３）及び比較の（比較のサンプルＣ２）ヘアケア組成物は、
表４に列挙される構成成分を含有する。
【００５２】
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【表４】

【００５３】
　本発明のポリマーＰ２の水溶液を、水を乾燥ポリマーに添加することによって調製して
、１．５重量％のポリマー分散体を得た。ポリマーを約３０分間室温で、続いて、約３０
分間６５℃で水和させた。ラウレス硫酸ナトリウム及びココアンホジ酢酸二ナトリウムを
、撹拌棒を有するガラス瓶へ添加した。混合物を、界面活性剤溶液が形成されるまで、オ
ーバーヘッド撹拌機を用いて約５００ｒｐｍで混合すると同時に６０℃までゆっくりと加
熱した。１５分後、混合物を、冷水槽を介して３５℃にゆっくりと冷却した。ポリマーＰ
２またはＳｏｆｔＣＡＴ　ＳＬ　５のいずれかを、その後、０．３０重量％までポリマー
溶液に添加し、さらに３０分間撹拌した。クエン酸（１０重量％）を、その後、混合物に
添加し、さらに１０分間撹拌した。Ｇｌｙｄａｎｔ及び水を、その後、添加し、混合物を
５００ｒｐｍで約１５分間撹拌した。
【００５４】
　実施例５
　目的のウェットコーム評価
　上記の実施例１及び４において調製された製剤を、小型引張試験機を使用して、ウェッ
トコーム力低下について評価した。編んだ一房の髪（約５ｇ）を、界面活性剤溶液単独（
０．５ｇ）を用いるか、または界面活性剤及びカチオン性ポリマーを含有したシャンプー
製剤を用いるかのいずれかで洗浄した。処理された編んだ一房の髪を、一定温度ですすぎ
、引張試験機に装着した。櫛を、４０ｍｍ／分の引張速度及び１６０ｍｍの引張経路長で
、各編んだ一房の髪を通して引っ張った。編んだ一房の髪をとかすために必要とされる力
を、曲線の下の領域として測定した。シャンプー製剤内のコンディショニングポリマーの
性能を、濡れた未処理の髪のコーミング摩擦に対して、髪をそのような製剤を用いて処理
するときのコーミング摩擦の低下として決定した。結果を、ウェットコームワークダン値
（ＷＣＷＤ、引張曲線のウェットコーム領域）として、または対照としての未処理の濡れ
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た編んだ一房の髪についてのウェットコームワークに対する、ウェットコームにおけるワ
ーク低下（ＲＷＣ）の割合として報告する。
【００５５】
　ワーク低下％＝［領域（ポリマーなし）－領域（シャンプー）］／領域（ポリマーなし
）
　図１に示される通り、本発明のシャンプー製剤Ｅ３を用いて処理された編んだ一房の髪
は、比較の製剤Ｃ２よりも低いウェットコームワークダン値を証明した。これらの結果か
ら、本発明のポリマーを含有する本発明のヘアケア組成物が、髪に適用される場合、優れ
たウェットコーム能力を提供することが証明される。

 

【図１】
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